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服
部
美
奈

﹃
ム
ス
リ
マ
を
育
て
る
︱
︱
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
女
子
教
育
﹄山川

出
版
社
、
二
〇
一
五
年

長
谷
部　

圭
彦

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

次
席
研
究
員

本
書
は
、
山
川
出
版
社
の
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知

る
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
女
子
教
育
を
一
般
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
は
、
研
究
動
向
お
よ
び
各
章
の
概
要
に
加

え
て
、
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
﹁
コ

ド
ラ
ッ
ト
﹂
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
。
コ
ド

ラ
ッ
ト
と
は
、﹁
神
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
人
間

の
先
天
的
な
特
性
﹂
で
あ
り
、
社
会
的
・
文
化
的

な
性
差
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
基
本
的
に
異
な

る
概
念
で
あ
る
。

第
一
章
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
人
間
形
成
﹂
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
宗
教
教
育
、
産
育

儀
礼
、
学
校
教
育
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
二
章

﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
と
女
子
教
育
の
歴
史
的

展
開
﹂
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
設
立
さ
れ
た

女
性
組
織
、
こ
う
し
た
女
性
組
織
が
刊
行
し
た
雑

誌
に
お
け
る
言
説
、
女
子
教
育
を
担
っ
た
学
校
な

ど
が
考
察
さ
れ
る
。
第
三
章
﹁
女
子
教
育
の
発

展
﹂
で
は
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
（
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿

塾
）
に
お
け
る
女
子
教
育
と
、
就
学
率
の
向
上
や

選
択
肢
の
多
様
化
が
検
討
さ
れ
る
。
プ
サ
ン
ト
レ

ン
で
は
、
男
女
の
差
異
や
性
役
割
が
、
明
示
的
に

も
暗
示
的
に
も
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
。
第
四
章

﹁
ム
ス
リ
マ
の
教
育
を
変
革
す
る
﹂
で
は
、
コ
ド

ラ
ッ
ト
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
に
公
正
な
社

会
の
実
現
を
目
指
す
若
手
女
性
組
織
の
取
り
組
み

な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。

女
子
教
育
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
往
々
に
し

て
、
男
子
教
育
と
の
比
較
や
、
男
子
教
育
を
も
含

め
た
議
論
が
手
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書

は
、
と
く
に
第
一
章
と
第
三
章
に
お
い
て
、
男 

子
教
育
に
つ
い
て
も
適
宜
触
れ
て
い
る
。
他
方
、

二
〇
世
紀
以
降
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
や
女

子
教
育
の
進
展
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
見
ら

れ
た
現
象
で
は
な
く
、
世
界
的
な
動
向
と
言
え
る

が
、
そ
う
し
た
動
向
の
な
か
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
位
置
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
考
察
が
な
さ
れ
て

い
れ
ば
、
本
書
の
価
値
は
、
よ
り
高
ま
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
著
者
は
す
で
に
『
イ
ン 

ド
ネ
シ
ア
の
近
代
女
子
教
育
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
〇
一
年
）
を
上
梓
し
て
お
り
、
本
書
は
、
そ

の
後
の
研
究
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女
子
教
育
に
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
前
著
も
手
に
し
て
頂

き
た
い
と
思
う
。

　

店
田
廣
文

﹃
日
本
の
モ
ス
ク
︱
︱
滞
日
ム
ス
リ
ム
の

社
会
活
動
﹄

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

小
野　

亮
介

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

本
書
は
著
者
ら
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た

調
査
や
早
稲
田
大
学
で
例
年
開
催
さ
れ
る
﹁
全
国

マ
ス
ジ
ド
（
モ
ス
ク
）
会
議
﹂
な
ど
の
成
果
を
基

に
、
日
本
各
地
に
広
ま
る
モ
ス
ク
と
滞
日
ム
ス
リ

ム
の
現
状
と
そ
の
課
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
各
章
ご
と
に
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

第
一
章
で
は
各
種
統
計
に
依
拠
し
、
滞
日
ム
ス

リ
ム
人
口
と
外
国
人
ム
ス
リ
ム
の
構
成
を
分
析
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
現
在
の
滞
日
ム
ス
リ
ム

人
口
は
約
一
一
万
人
と
推
計
さ
れ
、
外
国
人
ム
ス

リ
ム
の
滞
在
資
格
を
国
別
に
検
討
す
る
と
、
永
住

者
や
日
本
人
の
配
偶
者
が
中
核
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

第
二
章
で
は
モ
ス
ク
建
設
の
類
型
化
が
試
み
ら

れ
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
活
発
に
な
っ
た

モ
ス
ク
建
設
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
ラ
ッ

シ
ュ
を
迎
え
た
。
著
者
は
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
、

そ
れ
ら
を
四
類
型
に
分
け
て
い
る
。
な
か
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
留
学
生
の
主
導
と
の
併
用
で
あ
る

新
刊
紹
介
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外
部
資
金
活
用
型
は
、
今
後
の
モ
ス
ク
建
設
に

と
っ
て
も
有
効
で
あ
ろ
う
と
著
者
は
推
測
す
る
。

第
三
章
で
は
社
会
的
活
動
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
教
育
、
相
互
扶
助
、
婚
姻
・
葬
儀
や
ハ
ラ
ー

ル
認
証
な
ど
、
礼
拝
の
場
に
加
え
て
モ
ス
ク
の
果

た
す
役
割
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
永
住
ム
ス
リ
ム

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
な
し
、
日
本
人
ム
ス

リ
ム
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
現
在
に
あ
っ
て
、

イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
の
建
設
は
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
果
た
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
筆
者

の
指
摘
は
見
逃
せ
な
い
。

第
四
章
で
の
主
な
検
討
課
題
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
継
承
と
次
世
代
ム
ス
リ
ム
の
育
成
で
あ

る
。
特
に
本
章
で
は
、
税
制
上
で
有
利
な
宗
教
法

人
格
や
一
般
社
団
法
人
格
の
取
得
過
程
や
そ
の
組

織
運
営
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ

ス
ク
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
も
紙
幅

が
割
か
れ
て
い
る
。

最
後
の
第
五
章
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
と
し

て
日
本
社
会
と
の
関
わ
り
に
着
目
す
る
。
モ
ス
ク

建
設
反
対
運
動
の
よ
う
に
時
と
し
て
拒
否
反
応
を

示
す
こ
と
も
あ
る
地
域
社
会
に
対
し
、
本
章
で
は

滞
日
ム
ス
リ
ム
が
説
明
会
や
様
々
な
行
事
、
東
日

本
大
震
災
時
の
救
援
活
動
な
ど
を
通
じ
て
歩
み
よ

ろ
う
と
す
る
試
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

滞
日
ム
ス
リ
ム
お
よ
び
モ
ス
ク
に
関
す
る
充
実

し
た
統
計
デ
ー
タ
の
活
用
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ

だ
が
、
最
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
や
マ
ス
ジ
ド
会
議
な
ど
を
通
じ
滞
日
ム
ス
リ

ム
に
よ
る
生
の
声
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
の

数
々
を
、
都
心
の
み
な
ら
ず
地
方
各
地
の
モ
ス
ク

に
つ
い
て
も
拾
い
上
げ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
特
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
二
〇
年
近
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
﹁
プ
レ
ー
ヤ
ー
﹂（
指
導
層
）
が
替
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
重
い
現
実
（
四
章
）
に
、
滞
日
ム
ス

リ
ム
は
真
摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

著
者
が
度
々
指
摘
す
る
よ
う
に
、
滞
日
ム
ス
リ
ム

に
は
今
後
も
地
道
な
努
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
非

ム
ス
リ
ム
日
本
人
社
会
が
彼
ら
に
対
し
て
理
解
を

深
め
、
働
き
か
け
る
こ
と
は
表
裏
一
体
の
課
題
で

あ
る
。
そ
れ
は
近
年
賑
わ
い
を
見
せ
る
ハ
ラ
ー
ル

認
証
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
本

書
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
係
す
る
研
究
者
や
学
生
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
滞
日
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
向
き
合
う
べ
き
ご
く
普
通
の
市
民
に
こ
そ

読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

　

北
澤
義
之

﹃
ア
ラ
ブ
連
盟
︱
︱
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

イ
ス
ラ
ー
ム
の
交
錯
﹄

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

勝
沼　

聡

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

研
究
助
手

本
書
は
、﹁
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
ア

ラ
ブ
の
解
放
を
志
向
﹂
し
一
九
四
五
年
に
ア
ラ
ブ

七
个
国
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
地
域
機
構
・
ア
ラ
ブ

連
盟
と
そ
れ
を
思
想
的
に
支
え
た
ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
連
盟

を
叙
述
の
中
心
に
据
え
た
日
本
語
の
書
籍
は
、
ア

ラ
ブ
連
盟
自
身
が
発
行
し
た
も
の
を
除
け
ば
類
書

が
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
本
書
の

発
行
は
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
え 

よ
う
。

し
か
し
、
ア
ラ
ブ
連
盟
に
対
す
る
一
般
的
評
価

は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。
著
者
自
身
が
本

書
第
一
章
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
域
内
で
発
生
し
た
紛
争

に
対
す
る
ア
ラ
ブ
連
盟
の
調
停
・
解
決
へ
の
試
み

は
ほ
と
ん
ど
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。
ア
ラ
ブ
連
盟

は
、
期
待
さ
れ
た
役
割
を
全
う
す
る
に
は
あ
ま
り

に
無
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
内
で
刊
行
さ
れ
た

類
書
が
数
少
な
い
こ
と
も
、
ア
ラ
ブ
連
盟
の
存
在

意
義
に
対
す
る
醒
め
た
認
識
の
反
映
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
（
ち
な
み
に
本
稿
筆
者

は
以
前
、
あ
る
著
名
な
ア
ラ
ブ
研
究
者
が
﹁
ア
ラ

ブ
連
盟
は
非
常
に
弱
体
（
ダ
イ
ー
フ
ァ
・
ギ
ッ
ダ

ン
）
だ
か
ら
ね
ぇ
…
。﹂
と
慨
嘆
し
て
い
た
の
を

今
も
印
象
深
く
記
憶
し
て
い
る
）。

そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
﹁
ア
ラ
ブ
連
盟
の
発
展

の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
﹂
に
積
極
的
な
意
義
を

見
出
そ
う
と
す
る
。
本
書
の
序
に
あ
た
る
﹁﹁
ア

ラ
ブ
﹂
と
い
う
政
治
空
間
の
成
立
﹂
に
お
い
て
著

者
は
、
本
書
で
行
う
作
業
を
通
じ
﹁
ア
ラ
ブ
諸
国

の
関
係
を
み
な
お
す
一
つ
の
視
点
を
提
供
﹂
し
、

ま
た
﹁
ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
検
討
﹂
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

全
五
章
か
ら
な
る
本
書
の
構
成
に
は
、
こ
う
し

た
著
者
の
問
題
関
心
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お

り
、
第
一
章
に
て
ア
ラ
ブ
連
盟
の
組
織
お
よ
び
活

動
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
た
後
は
、
第
二
章
お
よ

び
第
四
章
を
ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
生
成
と
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発
展
に
、
第
三
章
と
第
五
章
を
域
内
の
二
国
間
／

多
国
間
関
係
の
展
開
に
割
い
て
い
る
。

民
族
主
義
教
育
を
行
う
連
盟
の
附
属
機
関
の
設

立
・
運
営
に
深
く
関
与
し
た
ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
代
表
的
思
想
家
サ
ー
テ
ィ
ウ
・
ア
ル
フ
ス

リ
ー
を
例
に
、
ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴

を
論
じ
た
第
二
章
も
興
味
深
い
が
、
本
稿
筆
者
が

よ
り
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
第
三
章
で
あ
る
。
そ

の
中
で
著
者
は
、
連
盟
設
立
時
に
ア
ラ
ブ
諸
国
間

に
ア
ラ
ブ
統
一
を
め
ぐ
る
思
惑
の
違
い
が
既
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ざ
や
か
に
描
き
出
し
て
い

る
（
そ
も
そ
も
連
盟
の
設
立
自
体
、
ハ
ー
シ
ム
家

主
導
の
ア
ラ
ブ
統
一
の
動
き
を
牽
制
す
る
た
め
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
が
中
心
と
な
り
進
め

た
対
抗
策
で
あ
っ
た
と
す
る
向
き
も
あ
る
）。

そ
の
意
味
で
本
書
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な

意
義
に
加
え
、
例
え
ば
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
お
け

る
﹁
ア
ラ
ブ
対
イ
ス
ラ
エ
ル
﹂
の
よ
う
な
、
単
純

化
さ
れ
た
二
項
対
立
の
図
式
に
未
だ
見
ら
れ
る
一

枚
岩
的
な
﹁
ア
ラ
ブ
﹂
認
識
を
突
き
崩
し
、
国
家

間
関
係
の
実
相
を
把
握
す
る
う
え
で
格
好
の
入
門

書
と
し
て
の
価
値
を
も
備
え
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

松
本
弘

﹃
ア
ラ
ブ
諸
国
の
民
主
化

︱
二
〇
一
一

年
の
政
変
の
課
題
﹄

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

吉
村　

貴
之

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

主
任
研
究
員

本
書
は
い
わ
ゆ
る
﹁
ア
ラ
ブ
の
春
﹂
に
端
を
発

す
る
二
〇
一
一
年
に
ア
ラ
ブ
諸
国
で
発
生
し
た
政

変
に
つ
い
て
解
説
し
つ
つ
、
広
い
意
味
で
の
民
主

化
が
中
東
の
ア
ラ
ブ
諸
国
で
ど
の
よ
う
な
過
程 

を
経
て
表
れ
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
、
主
に

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
政
治
状
況
か
ら
説
き
起
こ

し
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
の
政
変
の
詳
細
な
経
緯
は
、
世
間

の
関
心
が
高
い
エ
ジ
プ
ト
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
書
の
特
徴
は
、

民
主
化
の
状
況
に
関
し
、
湾
岸
協
力
会
議
諸
国
な

ど
ア
ラ
ブ
の
周
辺
諸
国
ま
で
、
網
羅
的
な
記
述
が

み
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
著

者
が
代
表
を
務
め
る
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
﹂

の
東
京
大
学
拠
点
﹁
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の

民
主
化
﹂
研
究
班
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
関
す
る
研
究

の
成
果
報
告
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
実
際
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
活
か
さ
れ
、
ア

ラ
ブ
諸
国
の
民
主
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
総
体
的
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
民
主
化
過
程
を
﹁
波
﹂
に
見
立
て
、

各
国
で
政
権
交
代
が
進
む
か
否
か
と
い
っ
た
安
易

な
対
立
軸
で
分
類
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
事

例
の
中
に
民
主
化
の
進
行
と
後
退
と
い
う
振
り
子

現
象
を
見
い
だ
し
た
う
え
で
、
民
主
化
の
発
生
要

因
を
探
る
と
い
う
分
析
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
上
述
の
エ
ジ
プ
ト
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
加
え
、

シ
リ
ア
と
リ
ビ
ア
で
は
な
ぜ
波
の
振
幅
が
大
き
く

な
っ
た
の
か
、
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に

こ
の
四
个
国
は
二
〇
一
一
年
以
前
に
と
り
わ
け
権

威
主
義
的
傾
向
が
強
く
、
世
俗
主
義
が
宗
教
勢
力

を
圧
迫
す
る
体
制
で
あ
っ
た
た
め
に
、
対
抗
勢
力

に
行
政
実
務
能
力
が
な
く
、
ひ
と
た
び
既
存
の
政

権
が
力
を
失
う
と
、
政
治
的
混
乱
が
長
引
く
か
、

﹁
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
﹂
や
内
戦
に
陥
る
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
い
て
世

俗
主
義
の
独
裁
政
権
が
民
主
化
す
る
過
程
で
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
を
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
め
る
か
が
そ
の
成
否
の
鍵
で
あ
る
と
著
者
は
見

て
い
る
。
同
時
に
、
二
〇
一
一
年
以
前
か
ら
進
行

し
て
い
る
経
済
自
由
化
に
伴
っ
て
深
刻
化
し
た
、

政
権
に
よ
る
﹁
い
び
つ
な
分
配
﹂
を
﹁
公
正
な
分

配
﹂
へ
と
変
え
る
こ
と
も
、
民
主
化
に
密
接
に
関

わ
る
問
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

大
河
原
知
樹
・
堀
井
聡
江

﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
﹁
変
容
﹂
︱
︱
近
代

と
の
邂
逅
﹄

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

𠮷
村　

武
典

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

次
席
研
究
員

本
書
は﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
﹂シ
リ
ー
ズ
（
山

川
出
版
社
）
の
第
一
七
巻
と
し
て
、
二
〇
一
五
年

一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
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副
題
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
イ
ス

ラ
ー
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
が
近
代
化
と
直
面
し

た
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
特
に
オ
ス
マ
ン
朝
、
エ
ジ

プ
ト
を
例
に
そ
の
具
体
的
な
﹁
変
容
﹂
を
見
る
。

本
書
の
意
図
す
る
所
は
、
第
一
は
、
ム
ス
リ
ム
が

多
数
を
占
め
る
国
家
や
社
会
に
シ
ャ
リ
ー
ア
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
し
て
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
復

興
﹂
と
か
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
化
﹂
と
認
識
す
る
こ
と

の
誤
解
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
シ
ャ

リ
ー
ア
の
位
置
づ
け
と
範
囲
を
定
義
し
、
必
要
な

程
度
だ
け
採
用
し
、
目
的
に
応
じ
て
再
解
釈
す

る
、
シ
ャ
リ
ー
ア
と
国
家
の
関
係
性
を
、
近
現
代

に
固
有
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
考

察
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
三
頁
）。

以
上
の
意
図
の
も
と
構
成
さ
れ
た
各
章
の
概
要
を

紹
介
す
る
（
括
弧
内
は
執
筆
担
当
者
）。

第
一
章
（
堀
井
）﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
は
﹂
で

は
、
シ
ャ
リ
ー
ア
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
、
ス
ン
ナ
派
四
法
学
派
に
代
表
さ
れ
る
法
解
釈

や
実
際
に
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
の
運
用
に
つ
い
て

の
諸
相
を
解
説
す
る
。

第
二
章
（
大
河
原
）﹁
近
代
と
の
邂
逅
以
前
の

イ
ス
ラ
ー
ム
法
﹂
で
は
、
近
代
化
直
前
の
オ
ス
マ

ン
朝
に
お
け
る
シ
ャ
リ
ー
ア
の
運
用
に
つ
い
て
、

法
解
釈
上
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム

法
廷
に
よ
る
婚
姻
監
督
、
現
金
ワ
ク
フ
の
合
法

性
、
国
有
地
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
て
解
説
を
行

う
。
特
に
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
司
法
制
度
の
ト
ッ
プ

に
立
つ
歴
代
の
シ
ェ
イ
ヒ
ル
イ
ス
ラ
ム
が
フ
ァ
ト

ワ
ー
を
通
し
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア
と
カ
ー
ヌ
ー
ン
の

一
体
性
と
現
実
社
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
努
力

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

第
三
章
（
大
河
原
）﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
近
代

的
﹁
変
容
﹂﹂
で
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
西
欧
勢

力
の
圧
力
の
も
と
で
、
法
の
西
洋
化
が
進
む
中
、

シ
ャ
リ
ー
ア
に
基
づ
く
民
法
の
法
典
化
、
メ

ジ
ェ
ッ
レ
の
編
纂
の
過
程
を
解
説
す
る
。
ま
た
、

オ
ス
マ
ン
朝
に
よ
る
法
典
化
の
結
果
、
そ
の
他
の

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
お
け
る
メ
ジ
ェ
ッ
レ
の
受
容

の
様
相
、
司
法
制
度
の
変
更
に
伴
う
、
伝
統
的
な

ウ
ラ
マ
ー
司
法
制
度
の
崩
壊
過
程
を
示
す
。

第
四
章
（
堀
井
）﹁
エ
ジ
プ
ト
の
法
改
革
と

﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
立
法
﹂
の
影
響
﹂
で
は
、
前
章
の

オ
ス
マ
ン
朝
と
同
様
に
法
制
度
の
西
洋
化
、
近
代

化
が
行
わ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
例
を
後
に
ア
ラ
ブ
諸

国
に
影
響
を
与
え
た
、
二
〇
世
紀
前
半
の
サ
ン

フ
ー
リ
ー
に
よ
る
民
法
典
の
編
纂
に
至
る
過
程
を

見
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
を
宗
主
国
と
し
つ
つ
、
他
の

地
域
と
は
異
な
り
独
自
の
司
法
改
革
が
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ア
リ
ー
朝
の
下
で
進
め
ら
れ
た
過
程
や
、
特

に
メ
ジ
ェ
ッ
レ
に
変
わ
り
導
入
さ
れ
る
サ
ン
フ
ー

リ
ー
の
法
典
の
特
徴
を
解
説
す
る
。

第
五
章
（
堀
井
）﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
シ
ャ

リ
ー
ア
﹂
で
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
イ
ス
ラ
ー
ム

復
興
の
潮
流
の
中
で
、
シ
ャ
リ
ー
ア
も
復
興
す
る

様
相
を
憲
法
改
正
に
伴
う
シ
ャ
リ
ー
ア
規
定
の
復

活
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
お
け
る
ハ
ッ
ド
刑
の
導

入
、
家
族
法
に
お
け
る
シ
ャ
リ
ー
ア
規
定
強
化
等

か
ら
解
説
す
る
。
一
方
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
お

け
る
最
近
の
国
王
権
力
の
も
と
で
進
む
法
制
度
の

整
備
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
が
単
な
る
中
世
へ

の
回
帰
で
は
な
い
側
面
も
示
さ
れ
る
。

終
章
の
第
六
章
（
大
河
原
・
堀
井
）﹁
シ
ャ

リ
ー
ア
の
行
方
﹂
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
ま

と
め
と
し
て
、﹁
体
制
派
イ
ス
ラ
ー
ム
﹂、﹁
宗
教

的
功
利
主
義
﹂、﹁
政
教
一
致
﹂
の
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
総
括
を
行
う
。

本
書
に
内
容
に
か
わ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
規
範

や
そ
の
運
用
の
歴
史
、
発
展
、
変
容
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
本
書
の
著
者
に
よ

る
、
堀
井
聡
江
著
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
通
史
﹂（
山

川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
大
河
原
知
樹
、
堀

井
聡
江
、
磯
貝
健
一
（
編
）『
オ
ス
マ
ン
民
法
典

（
メ
ジ
ェ
ッ
レ
）
研
究
序
説
』（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
﹂
東
洋
文
庫
拠
点

東
洋
文
庫
研
究
部
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
資
料
室
、

二
〇
一
一
年
）
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
を

お
奨
め
す
る
。

　

ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
著　

井
谷
鋼
造
、

稲
葉
穣
訳

﹃
統
治
の
書
﹄︵
イ
ス
ラ
ー
ム
原
典
叢
書
︶

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年

荒
井　

悠
太

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

本
書
は
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
時
代
の
宰
相
ニ

ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
（N

iẓām
 al-M

ulk al-
Ṭūsī, d. 1092

）
の
手
に
な
る
ペ
ル
シ
ア
語
作
品

『
統
治
の
書
』（Siyāsatnām

a / Siyar al-m
ulūk

）

の
全
訳
で
あ
る
。
本
書
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル

タ
ー
ン
・
マ
リ
ク
シ
ャ
ー
の
要
望
に
応
え
、
統
治
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や
統
治
者
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
し
て
﹁
知
っ
て
い

る
こ
と
、
長
年
経
験
し
、
ま
た
先
達
た
ち
に
学
ん

だ
こ
と
﹂
と
、
そ
の
例
証
と
し
て
﹁
偉
大
な
る

人
々
の
言
に
な
る
伝
承
や
逸
話
の
う
ち
か
ら
適
切

と
思
わ
れ
る
も
の
﹂
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
鑑
文
学
の
代
表
的
作
品
で
あ
る
本
書

に
、
日
本
語
で
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
有
意
義
で
あ
る
。

本
書
は
二
部
構
成
で
あ
り
、
第
一
部
（
一
―

三
九
章
）
と
第
二
部
（
四
〇
―
五
〇
章
）
の
全

五
〇
章
か
ら
な
る
。
ま
ず
第
一
部
に
つ
い
て
は
、

訳
者
が
紹
介
す
る
見
解
（
三
六
八
頁
）
に
よ
る
と

一
．
神
智
学
的
内
容
（
第
一
章
）、
二
．
王
の
義

務
を
述
べ
る
内
容
（
二
―
一
〇
章
）、
国
家
経
営

に
関
わ
る
内
容
（
一
一
―
三
九
章
）
に
分
け
ら

れ
、
さ
ら
に
最
後
の
内
容
を
①
国
土
の
統
治
、
②

宮
廷
儀
礼
の
実
行
、
③
軍
の
あ
り
方
、
④
宮
廷
の

日
常
業
務
に
関
す
る
内
容
に
区
分
さ
れ
る
。

続
く
第
二
部
で
は
信
仰
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、﹁
王
権
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
敵
で
あ
る

悪
し
き
宗
派
﹂

―
当
時
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
を
脅

か
し
て
い
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
、
マ
ズ
ダ
ク
教

と
そ
の
流
れ
を
汲
む
と
言
わ
れ
る
ホ
ッ
ラ
マ
・

デ
ィ
ー
ン
、
ラ
ー
フ
ィ
ド
派
、
カ
ル
マ
ト
派
の
話

題
が
中
心
と
な
る
が
、
最
後
の
三
章
は
財
政
問
題

に
割
か
れ
て
い
る
。

各
章
は
豊
富
な
歴
史
的
逸
話
に
よ
っ
て
彩
ら
れ

て
い
る
が
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
や
初
期
イ
ス

ラ
ー
ム
時
代
の
人
々
に
加
え
て
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の

名
君
ホ
ス
ロ
ー
・
ヌ
ー
シ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ン
、
ガ
ズ

ナ
朝
君
主
マ
フ
ム
ー
ド
と
い
っ
た
人
々
が
頻
繁
に

登
場
す
る
と
こ
ろ
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
君
主
像
と

ペ
ル
シ
ア
的
君
主
像
を
調
和
さ
せ
ん
と
す
る
意
図

が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
君
主
像
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
社
会
の
多
様
化
・
カ
リ
フ
の
一
元
的
支
配

の
崩
壊
と
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
、
政
権
が
統

治
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
で
も
あ
っ
た

と
論
じ
ら
れ
る
（
三
七
一
頁
）。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
ト
ゥ
ル
ト
ウ
ー
シ
ー
『
諸
王
の
灯
火
』

（Sirāj al-m
ulūk

）
や
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

『
歴
史
序
説
』（al-M

uqaddim
a

）
と
い
っ
た
著
作

に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
ガ
ズ
ナ
朝
君
主

へ
の
言
及
の
多
さ
は
『
統
治
の
書
』
に
顕
著
な
特

徴
で
あ
る
。

ま
た
巻
末
の
作
品
解
題
に
お
い
て
は
、『
統
治

の
書
』
の
成
立
事
情
、
歴
史
的
背
景
、
校
訂
版
・

写
本
等
に
関
す
る
解
説
が
付
さ
れ
、
充
実
し
た
訳

注
・
索
引
と
併
せ
て
一
般
読
者
に
も
利
用
し
や
す

い
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
訳
文
も
平
易
で

読
み
易
い
も
の
で
あ
る
。
訳
者
の
労
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
た
い
。

＊
本
書
は
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
﹂
の
成
果
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

黒
田
賢
治

﹃
イ
ラ
ン
に
お
け
る
宗
教
と
国
家

︱
現

代
シ
ー
ア
派
の
実
相
﹄

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
五
年

桜
井　

啓
子

早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院

教
授

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
は
、
最
高
指
導

者
を
は
じ
め
国
政
の
要
職
の
多
く
を
イ
ス
ラ
ー
ム

法
学
者
が
占
め
る
﹁
宗
教
国
家
﹂
で
あ
る
が
、
国

民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
大
統
領
と
国

会
議
員
が
政
治
に
参
加
す
る
﹁
共
和
国
﹂
で
も
あ

る
。
こ
の
特
殊
な
体
制
を
理
解
す
る
上
で
カ
ギ
と

な
る
の
が
、
国
政
に
多
く
の
人
材
を
送
り
込
ん
で

い
る
宗
教
界
だ
。
し
か
し
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
イ
ラ
ン
の
宗
教
界
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
研

究
は
少
な
い
。
理
由
は
、
調
査
が
難
し
く
、
実
態

に
迫
り
に
く
い
か
ら
だ
。
著
者
は
、
学
生
時
代
か

ら
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
テ
ー
マ
に
果
敢
に
挑

み
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
重
ね
、
シ
ー
ア
派
宗
教

界
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
努
力
を
重
ね
た
。
本
書
は

そ
の
成
果
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
に
京
都
大
学
に

提
出
し
た
学
位
論
文
が
下
地
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
二
部
構
成
か
ら
成
り
、
第
一
部
﹁
宗

教
界
と
社
会
﹂
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
と
信

徒
と
の
接
点
を
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
扱
っ

て
い
る
。
第
一
章
で
、
宗
教
界
の
歴
史
的
変
遷
を

概
観
し
た
の
ち
、
第
二
章
で
は
、
法
学
事
務
所
に

寄
せ
ら
れ
る
信
徒
か
ら
の
﹁
占
い
﹂（
最
善
を
求

め
る
こ
と
）
に
関
す
る
相
談
、
服
喪
集
会
、
宗
教

集
会
な
ど
が
、
第
三
章
で
は
、
法
学
権
威
（
高
位

の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
）
の
霊
性
や
奇
蹟
が
、
そ

し
て
第
四
章
で
は
、
法
学
権
威
が
発
行
す
る
『
諸

問
題
の
解
説
集
』
と
法
学
事
務
所
で
法
学
権
威
の

代
理
と
し
て
働
く
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
ス
タ
ッ
フ

と
の
関
係
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
宗
教
界
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の
中
心
地
コ
ム
で
、
法
学
事
務
所
に
通
い
詰
め
た

著
者
な
ら
で
は
の
洞
察
に
基
づ
く
興
味
深
い
分
析

で
あ
る
。

第
二
部
﹁
宗
教
界
と
国
家
﹂
で
は
、
第
五
章

で
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
指
導
体
制
下
に
お
け
る
宗
教
界

の
状
況
を
、
第
六
章
で
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
指
導
体

制
下
で
進
め
ら
れ
た
宗
教
界
へ
の
国
家
介
入
の
プ

ロ
セ
ス
を
考
察
し
、
一
九
七
九
年
の
革
命
以
降
、

宗
教
界
と
国
家
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
の
か
を
詳
説
し
て
い
る
。
続
く
第
七
章
で

は
、
宗
教
学
院
の
運
営
組
織
改
革
と
奨
学
金
制
度

に
着
目
し
、﹁
コ
ム
・
ホ
ウ
ゼ
講
師
協
会
﹂
が
、

﹁
コ
ム
・
ホ
ウ
ゼ
最
高
評
議
会
﹂
の
メ
ン
バ
ー
を

ほ
ぼ
独
占
す
る
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
点
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ホ
ウ
ゼ
と
は
、

複
数
の
宗
教
学
院
が
集
ま
っ
た
学
術
連
合
組
織
を

さ
す
。
興
味
深
い
の
は
、﹁
コ
ム
・
ホ
ウ
ゼ
最
高

評
議
会
﹂
の
発
案
で
導
入
さ
れ
た
公
式
の
奨
学
金

制
度
を
通
じ
て
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
、
宗
教
界
へ

の
影
響
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
点
だ
。

﹁
非
公
式
﹂・﹁
公
式
﹂
奨
学
金
の
相
違
、
奨
学
金

の
財
源
の
分
配
方
式
、
支
給
額
等
の
情
報
は
貴
重

だ
。
第
八
章
で
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
指
導
体
制
の

も
と
で
進
め
ら
れ
た
医
療
倫
理
や
先
端
医
療
研

究
・
技
術
を
め
ぐ
る
﹁
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
﹂
の

制
度
化
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
最
高
指
導
者
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
師
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
上
﹁
合
法
﹂

と
し
た
こ
と
で
、
脳
死
移
植
や
治
療
的
妊
娠
中
絶

な
ど
の
医
療
技
術
が
議
会
で
承
認
さ
れ
実
施
可
能

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
医
療
技
術
を
イ

ス
ラ
ー
ム
的
に
合
法
と
は
み
な
さ
な
い
イ
ス
ラ
ー

ム
法
学
者
も
多
く
、
国
家
が
イ
ス
ラ
ー
ム
的
に
合

法
と
認
め
る
医
療
技
術
を
、
す
べ
て
の
人
々
が
倫

理
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘

す
る
。
第
九
章
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
影
響
下

に
あ
る
布
教
活
動
機
関
に
よ
る
国
内
外
で
の
布
教

活
動
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。﹁
ホ
ウ
ゼ
布
教
局
﹂

﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
お
よ
び
諸
関
係
機
構
﹂﹁
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
宗
派
近
接
世
界
協
会
﹂﹁
お
家
の
人
々

世
界
総
会
﹂
な
ど
の
布
教
機
関
の
成
り
立
ち
と
そ

の
担
い
手
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
諸

機
関
を
通
じ
た
布
教
活
動
の
実
態
を
イ
ン
ド
の
ム

ン
バ
イ
で
の
調
査
を
元
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

終
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
た
宗
教

界
と
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
未
来
に
関
す
る
著
者
の

見
通
し
が
語
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
は
、
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派
宗
教
界

と
社
会
・
国
家
の
関
係
を
様
々
な
角
度
か
ら
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
な
作
品
で
あ
る
。
コ

ム
市
内
に
お
け
る
法
学
権
威
事
務
所
の
所
在
一

覧
、
コ
ム
影
響
下
の
マ
ド
ラ
サ
一
覧
ほ
か
、
現
代

イ
ラ
ン
を
知
る
上
で
貴
重
な
情
報
が
数
多
く
含
ま

れ
て
い
る
点
も
本
書
の
魅
力
で
あ
る
。

　

小
野
亮
介

﹃
亡
命
者
の
二
〇
世
紀
︱
︱
書
簡
が
語
る

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ト
ル
コ
へ
の
道
﹄

風
響
社
、
二
〇
一
五
年

野
田　

仁
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所

准
教
授

本
書
は
、
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
足

跡
を
た
ど
る
作
業
を
軸
に
し
て
、
二
〇
世
紀
前
半

か
ら
半
ば
に
か
け
て
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
亡
命
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
者
た
ち
の
移
動
を
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
後
の
動
乱
の
中
バ
シ
キ
ー

ル
自
治
運
動
を
主
導
し
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
転
戦

し
た
の
ち
に
ト
ル
コ
で
歴
史
学
者
と
な
っ
た
ト
ガ

ン
に
続
い
て
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
出
身
で
ド
イ
ツ
に

長
く
滞
在
し
﹁
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
同
盟
﹂（
Ｔ

Ｍ
Ｂ
）
の
第
二
世
代
と
し
て
活
動
し
た
医
師
ア
ブ

デ
ュ
ル
ヴ
ァ
ッ
ハ
プ
・
オ
ク
タ
イ
に
光
を
当
て

る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
移
動
を
可
能
に
す
る
経
済

的
条
件
を
探
る
た
め
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
新
疆

か
ら
チ
ベ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
を
経
て
ト
ル
コ
に
移
住

し
た
カ
ザ
フ
人
の
集
団
に
目
を
向
け
る
。
最
後
の

カ
ザ
フ
難
民
は
前
二
者
と
は
違
い
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
が
移
住
の
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
経

由
地
カ
シ
ミ
ー
ル
に
お
け
る
動
向
に
も
ア
メ
リ
カ

国
務
省
を
は
じ
め
諸
国
の
意
図
が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
。

共
通
す
る
の
は
彼
ら
が
最
終
的
に
ト
ル
コ
共
和

国
に
た
ど
り
着
い
た
点
で
あ
る
。
ま
た
コ
ラ
ム
で

は
、
逆
に
東
方
を
目
指
し
、
亡
命
者
と
し
て
日
本

と
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
ク
ル
バ
ン
ガ

リ
ー
、
イ
ス
ハ
キ
ー
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
タ
ガ
ン
に

言
及
す
る
。

彼
ら
の
足
取
り
は
、
広
範
囲
な
移
動
と
多
種
多

様
な
人
物
と
の
交
錯
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
経
過
を

見
る
だ
け
で
も
十
分
に
興
味
深
い
。
ま
た
著
者
の
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史
料
収
集
の
過
程
（
と
そ
の
苦
労
）
も
時
折
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
点
で
も
、
留
学
の
成
果

を
問
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
の
趣
旨
に
沿

う
一
冊
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
オ
ク
タ

イ
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
身
が
﹁
発
見
﹂
し
た
書

簡
群
が
史
料
と
な
っ
て
お
り
、
史
料
の
詳
し
い
紹

介
も
待
た
れ
る
。

な
お
、
著
者
が
使
い
分
け
る
﹁
ト
ル
コ
﹂・﹁
ト

ル
コ
系
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
、
文
中
の
﹁
ト
ル
コ

民
族
主
義
﹂
な
ど
の
表
現
と
﹁
ト
ル
コ
系
﹂
の
意

味
の
重
な
り
が
、
読
み
手
に
と
っ
て
は
混
乱
を
招

く
か
も
し
れ
な
い
。

　

Susum
u N

ejim
a (ed.)

N
G

O
s in the M

uslim
 W

orld: F
aith 

and social services
R

outledge, 2015

劉　

高
力

総
合
研
究
大
学
院
大
学
地
域
文
化
学
専
攻

研
究
生

今
日
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
教
育
、

医
療
、
環
境
、
高
齢
者
の
ケ
ア
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

問
題
、
及
び
宗
教
間
の
対
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
活
動
分
野
を
拡
大
し
て
い
る
。
本

書
は
、
信
仰
と
社
会
奉
仕
の
観
点
か
ら
こ
の
現
代

ム
ス
リ
ム
の
活
動
に
向
き
合
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
た
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
す
る
五
年
間
の
グ
ル
ー
プ
研
究
の
成

果
で
あ
り
、
日
本
人
の
研
究
者
を
中
心
に
、
ト
ル

コ
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
も
加
わ
っ
て
い
る
。
編
者
で

あ
る
子
島
進
氏
は
、
南
ア
ジ
ア
の
文
化
人
類
学
を

専
門
と
し
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
の

ム
ス
リ
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
と
特
徴
に
つ
い
て
研
究

し
て
き
た
。
本
書
の
他
の
執
筆
者
た
ち
も
、
長
年

の
フ
ィ
ー
ル
ド
経
験
を
も
と
に
、
ム
ス
リ
ム
が
イ

ス
ラ
ー
ム
の
枠
組
み
の
中
に
、
い
か
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
を
関
連
づ
け
、
現
代
的
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
評
者
自
身
は

パ
キ
ス
タ
ン
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
い
く
つ
か
の
論

文
を
取
り
上
げ
た
い
。

ま
ず
、Introduction

に
お
い
て
、
本
書
の
趣

旨
、
現
代
ム
ス
リ
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
徴
、
そ
し
て
歴

史
的
な
進
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
第
二
章
以

降
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト
ル
コ
な
ど
に
お
け
る
事
例
を

も
と
に
、
多
様
な
分
野
で
現
代
的
な
課
題
に
取
り

組
む
ム
ス
リ
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
紹
介
し
て
い
る
。

子
島
進
氏
の“Evolution of a W

aqf-based 
N

G
O

: H
am

dard Foundation in Pakistanˮ

は
、

営
利
企
業
を
ワ
ク
フ
財
源
と
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
の

ハ
ム
ダ
ル
ド
財
団
の
発
展
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
ハ
ム
ダ
ル
ド
は
製
薬
会
社
が
市
場
経
済
に
お

け
る
事
業
体
と
し
て
成
長
す
る
一
方
で
、
財
団
は

健
康
と
教
育
を
保
持
す
る
目
的
で
社
会
奉
仕
に
専

念
す
る
。
し
か
も
、
宗
教
と
科
学
の
両
立
と
い
う

開
放
的
な
態
度
を
保
持
し
て
お
り
、
政
治
と
の
間

に
も
一
線
を
画
し
て
い
る
。
現
代
の
ム
ス
リ
ム
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
一
つ
の
範
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

エ
グ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
ム
セ
ン
氏
の“M

uslim
 

N
G

O
s, Islam

 and G
ender betw

een Local Tradi-
tions and the W

est: the C
ase of Jordanˮ

は
、
結

婚
と
家
族
の
問
題
に
関
わ
る
ヨ
ル
ダ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
注
目
す
る
。
著
者
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
結
婚
に

つ
い
て
の
ム
ス
リ
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
言
説
を
、﹁
地
元

の
伝
統
﹂
と
﹁
西
洋
か
ら
の
影
響
﹂
の
は
ざ
ま
に

あ
る
も
の
と
し
て
議
論
す
る
。
伝
統
的
な
家
父
長

制
的
家
族
観
が
維
持
さ
れ
る
一
方
で
、
西
洋
の
影

響
を
受
け
て
女
性
の
役
割
を
重
視
す
る
言
説
も

徐
々
に
で
は
あ
る
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ

る
。最

後
に
、“M

uslim
 N

G
O

s and Volunteers in 
Tohoku, Japanˮ

で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
東
日
本
大
震
災
の
際
に
行
っ
た
救
援
活

動
を
紹
介
し
て
、
ム
ス
リ
ム
と
日
本
人
が
相
互
支

援
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、

異
文
化
理
解
の
必
要
性
を
強
調
し
て
本
書
は
幕
を

閉
じ
る
。
ム
ス
リ
ム
が
常
に
テ
ロ
に
関
わ
っ
て
い

る
と
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
払
拭
す
る
う
え
で

も
、
ム
ス
リ
ム
が
そ
の
信
仰
を
通
し
て
様
々
な
社

会
奉
仕
活
動
を
促
進
さ
せ
て
い
る
事
実
を
知
る
こ

と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
今
後
も
、
宗
教
と

現
代
社
会
の
境
界
領
域
を
取
り
上
げ
る
研
究
は
、

必
要
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
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Toru M
iura

D
ynam

ism
 in the U

rban Society of 
D

am
ascus: The Ṣaliḥiyya Q

uarter 
from

 the Tw
elfth to the Tw

entieth 
C

enturies (Islam
ic A

rea Studies, 2)
B

rill, 2015

𠮷
村　

武
典

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

次
席
研
究
員

本
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
リ
ル
社
か
ら
昨
年

二
〇
一
四
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
の
英
文
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ

Islam
ic A

rea Studies

の
第
２
巻
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。

本
書
は
シ
リ
ア
の
中
心
都
市
ダ
マ
ス
ク
ス
の
北

側
に
そ
び
え
る
カ
シ
オ
ン
山
の
麓
に
形
成
さ
れ
た

街
区
で
あ
る
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
発
展
と
変
容

を
対
象
と
す
る
。
同
街
区
は
、
一
二
世
紀
中
葉
に

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
ハ
ン
バ
ル
派
ウ
ラ
マ
ー
の
移
住

を
嚆
矢
と
し
て
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
か
ら
マ
ム
ル
ー

ク
朝
に
か
け
て
ダ
マ
ス
ク
ス
郊
外
の
新
た
な
都
市

空
間
と
し
て
形
成
さ
れ
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
副
都
心

と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
世
紀
後
半
以

降
の
都
市
拡
張
の
結
果
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
ダ

マ
ス
ク
ス
旧
市
街
に
連
続
す
る
主
要
な
街
区
の
一

つ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
、

叙
述
史
料
を
は
じ
め
、
ワ
ク
フ
文
書
や
イ
ス
ラ
ー

ム
法
廷
台
帳
と
言
っ
た
文
書
史
料
を
縦
横
に
利
用

し
、
統
治
者
、
同
地
区
の
ウ
ラ
マ
ー
、
統
治
者
、

住
民
（
無
頼
の
徒
を
含
む
）、
法
廷
と
の
関
係
を
、

社
会
秩
序
の
文
脈
で
分
析
を
行
っ
た
、
実
証
的
な

歴
史
研
究
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
は
通
史
的
に
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区

の
変
容
を
追
う
形
で
全
体
の
構
成
が
な
さ
れ
て
い

る
。
第
一
か
ら
第
八
章
は
こ
れ
ま
で
著
者
が
す
で

に
蓄
積
し
た
研
究
成
果
か
ら
な
り
、
本
書
の
刊
行

に
あ
た
り
、
そ
の
変
遷
を
時
系
列
で
俯
瞰
出
来
る

よ
う
に
加
筆
・
訂
正
を
お
こ
な
い
再
構
成
さ
れ
て

い
る
。
元
と
な
っ
た
著
者
の
各
論
に
つ
い
て
は
、

著
者
が
代
表
を
務
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
・

東
洋
文
庫
拠
点
（（
公
財
）
東
洋
文
庫
研
究
部
・

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
資
料
室
）
が
、
日
本
中
東

学
会
と
連
携
し
作
成
、
公
開
を
行
っ
て
い
る
﹁
日

本
に
お
け
る
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
文
献
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
﹂
か
ら
検
索
、
参
照
さ
れ
た
い
（http:// 

search. tbias. jp/ docum
ent_ research. cgi

）。
こ
れ

に
加
え
、
序
章
、
第
九
章
、
終
章
が
今
回
新
た
に

書
き
下
ろ
さ
れ
、
ダ
マ
ス
ク
ス
と
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ

街
区
の
近
現
代
に
お
け
る
変
容
を
踏
ま
え
、
現
代

に
つ
な
が
る
都
市
の
巨
大
化
の
問
題
を
含
め
た
歴

史
的
帰
結
を
示
す
。

本
書
の
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
（
評
者

訳
）。
第
一
章
﹁
ダ
マ
ス
ク
ス
の
マ
ド
ラ
サ
と
ワ

ク
フ
：
都
市
発
展
の
基
層
﹂、
第
二
章
﹁
ア
イ

ユ
ー
ブ
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
お
け
る
サ
ー
リ

ヒ
ー
ヤ
街
区
の
形
成
﹂、
第
三
章
﹁
サ
ー
リ
ヒ
ー

ヤ
街
区
の
構
成
と
変
容
﹂、
第
四
章
﹁
後
期
マ
ム

ル
ー
ク
朝
時
代
の
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
税
制
と

賄
賂
﹂、
第
五
章
﹁
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
都
市

社
会
：
党
派
（
ジ
ャ
マ
ー
ア
）
と
無
頼
集
団

（
ズ
ー
ル
）
の
登
場
﹂、
第
六
章
﹁
オ
ス
マ
ン
朝
初

期
の
宗
教
施
設
と
ワ
ク
フ
財
の
両
義
的
関
係
﹂、

第
七
章
﹁
一
八
、一
九
世
紀
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の

法
廷
を
と
り
ま
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂、
第
八

章
﹁
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
の
形
式
と
現
実
：

一
九
世
紀
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
社
会
経
済
関

係
﹂、
第
九
章
﹁
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ワ
ク

フ
制
度
と
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
内
部
組
織
の 

変
容
﹂

本
書
全
体
は
通
史
的
に
構
成
さ
れ
る
が
、
各
章

で
議
論
さ
れ
る
内
容
は
、
ワ
ク
フ
に
よ
る
マ
ド
ラ

サ
建
設
と
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
拡
充
、
都
市
の

行
政
制
度
、
法
廷
台
帳
か
ら
見
る
都
市
社
会
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ズ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
都
市

の
無
頼
の
徒
の
活
動
を
通
し
て
見
る
具
体
的
な
社

会
秩
序
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
が
序
章
冒

頭
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
八
八
年
に
始
ま
っ
た

﹁
比
較
の
手
法
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
の

総
合
的
研
究
﹂
に
お
い
て
著
者
も
含
め
て
議
論
を

行
っ
た
、﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
／
ム
ス
リ
ム
都
市
﹂

と
い
う
言
説
や
欧
米
の
視
点
に
基
づ
く
研
究
の
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
お
け

る
都
市
社
会
研
究
史
の
諸
問
題
に
基
づ
い
て
包
括

的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
都

市
社
会
研
究
の
議
論
を
明
瞭
に
ま
と
め
た
序
章
、

結
論
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
内
に
限
ら
ず
欧
米
や

ア
ジ
ア
の
都
市
社
会
研
究
に
対
す
る
広
い
視
野
も

含
ま
れ
、
同
分
野
の
研
究
を
参
照
す
る
際
に
は
、

一
読
す
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書

の
シ
リ
ー
ズ
の
背
景
と
し
て
、﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
地

域
研
究
﹂
が
目
指
す
、
現
代
問
題
へ
の
歴
史
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
と
地
域
間
比
較
の
手
法
を
活
用
す
る
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こ
と
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明

に
関
す
る
実
証
的
な
地
の
体
系
を
築
こ
う
と
す
る

﹁
新
し
い
研
究
分
野
﹂（『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
創
刊
号
（
二
〇
〇
九
）、
二
頁
）、

と
い
う
大
き
な
目
的
に
も
沿
う
形
で
、
本
書
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

K
eiko Sakurai, M

asooda B
ano (eds.) 

Shaping G
lobal Islam

ic D
iscourses: 

The Role of al-A
zhar, al-M

edina and 
al-M

ustafa 
E

dinburgh U
niversity Press, 2015

黒
田　

賢
治

広
島
大
学

研
究
員

本
書
は
、
現
代
の
ス
ン
ナ
派
、
シ
ー
ア
派
双
方

を
代
表
す
る
宗
教
教
育
機
関
に
着
目
し
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
知
を
め
ぐ
る
専
門
家
シ
ス
テ
ム
の
現
代

的
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

近
代
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
を
担
う
専
門
家

シ
ス
テ
ム
は
大
き
な
変
容
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
一

つ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
め
ぐ
る
言
説
空
間
に
お
け
る

担
い
手
の
変
容
で
あ
る
。
識
字
能
力
を
身
に
つ
け

た
大
衆
が
聖
な
る
知
識
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
宗
教

権
威
に
対
抗
す
る
新
し
い
知
の
潮
流
が
形
成
さ
れ

た
。
ま
た
一
つ
は
、
宗
教
教
育
の
制
度
的
変
容
で

あ
る
。
公
教
育
機
関
が
国
家
の
統
制
下
に
お
か
れ

る
こ
と
で
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
宗
教
教
育
機 

関
も
組
織
化
・
制
度
化
な
ど
の
近
代
化
を
迫
ら 

れ
た
。

こ
う
し
た
変
容
は
一
見
す
れ
ば
、
ム
ス
リ
ム
社

会
に
お
け
る
宗
教
教
育
機
関
の
衰
退
と
い
う
結
果

に
つ
な
が
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に

二
〇
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
予
想
は

妥
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、

お
よ
そ
反
対
と
見
ら
れ
る
現
象
が
起
こ
っ
て
き

た
。
な
ぜ
そ
う
し
た
現
象
が
世
界
各
地
の
ム
ス
リ

ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
で
ど
の
よ
う
な
結
果
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
つ
い
て
、
本

書
は
答
え
て
く
れ
る
。

本
書
で
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
マ
デ
ィ
ー

ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
、
イ
ラ
ン
の
ム
ス
タ

フ
ァ
ー
国
際
大
学
、
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ズ
ハ

ル
大
学
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
三
者
は
そ
れ
ぞ

れ
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
的
イ
ス
ラ
ー
ム
、
イ
ラ
ン
的

シ
ー
ア
派
の
改
革
主
義
、
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
の
中

道
・
穏
健
派
を
代
表
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
高

等
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
前
二
者
は
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の

国
際
戦
略
と
結
び
つ
き
を
持
ち
な
が
ら
展
開
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
に
思
想
的
背
景
や
国
家
と
の
結

び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
事
情

が
異
な
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
世
界
各
地
の
ム

ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
留
学
生
が
訪
れ
る

国
際
的
宗
教
教
育
機
関
だ
と
い
う
点
で
は
共
通
し

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
三
者
は
、
国
際
的
な
展
開
を

通
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
専
門
家
同
士
の
合
意
形
成

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
本
書
は
、
国
際
的

宗
教
教
育
機
関
と
し
て
の
展
開
の
史
的
経
緯
、
ま

た
当
該
機
関
で
教
育
を
受
け
た
留
学
生
と
出
身
社

会
と
の
関
係
を
、
東
南
ア
ジ
ア
や
西
・
北
ア
フ
リ

カ
な
ど
多
地
域
の
事
例
に
基
づ
い
て
検
討
し
て 

い
る
。

　

M
IU

R
A

 Toru and SATO
 K

entaro (eds.)
The Vellum

 C
ontract D

ocum
ents in 

M
orocco in the Sixteenth to N

ineteenth 
Centuries Part I (Toyo Bunko Research 
Library 15)

T
he Toyo B

unko, 2015

篠
田　

知
暁

Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究

早
稲
田
大
学
拠
点
研
究
協
力
者

本
書
は
、
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
一
六
世
紀

か
ら
一
九
世
紀
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ェ
ズ
で
作
成
さ
れ

た
八
点
の
文
書
、
通
称
ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
の
研
究
で

あ
る
。
東
洋
文
庫
の
研
究
班
は
、
二
〇
〇
九
年
の

結
成
以
降
月
次
で
研
究
会
を
開
き
、
モ
ロ
ッ
コ
の

研
究
者
と
協
力
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
と
概
略
は
以
下
の

通
り
。
第
四
章
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
第
六
章
は
ア
ラ
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ビ
ア
語
、
そ
れ
以
外
は
英
語
で
執
筆
さ
れ
て
い

る
。
研
究
の
成
果
が
、
国
外
の
研
究
者
に
も
読
め

る
形
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
。

第
一
章　

 

東
洋
文
庫
が
ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
を
所
蔵
す

る
に
至
っ
た
経
緯
、
及
び
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
文
書
史
料
に
お
け
る
そ
の
位
置

づ
け

第
二
章　

 

ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
の
構
成
要
素
、
及
び
そ

の
作
成
の
目
的

第
三
章　

各
文
書
の
記
載
内
容
の
説
明

第
四
章　

 
ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
が
作
成
さ
れ
た
時
期
の

フ
ェ
ズ
の
歴
史

第
五
章　

 

ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る

﹁
フ
ェ
ズ
数
字
﹂
の
解
説

第
六
章　

各
文
書
の
校
訂

モ
ロ
ッ
コ
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
文
書
史
料

の
調
査
・
蒐
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
私
文
書
・
公

文
書
を
問
わ
ず
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
研
究

書
の
補
遺
と
い
っ
た
形
で
、
利
用
し
た
文
書
の
コ

ピ
ー
や
、
校
訂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
提
示
さ
れ
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
文
書
を

用
い
て
、
叙
述
史
料
で
は
大
ま
か
な
記
述
し
か
得

ら
れ
な
い
、
日
常
的
な
行
政
手
続
き
や
住
民
の
経

済
生
活
に
関
す
る
、
詳
細
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
研
究
第
二
章
の
よ
う

に
、
文
書
が
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
作
成
さ

れ
、
保
管
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
史
料
論
的
な

議
論
に
は
関
心
が
乏
し
い
。
ま
た
、
文
書
を
個
々

の
証
書
に
解
体
し
、
内
容
を
丁
寧
に
整
理
し
よ
う

と
い
う
発
想
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

ヴ
ェ
ラ
ム
文
書
の
各
文
書
は
い
ず
れ
も
、
フ
ェ

ズ
の
都
市
内
や
周
辺
に
位
置
す
る
不
動
産
の
売
買

や
遺
産
相
続
に
関
す
る
、
多
数
の
証
書
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
り
立
ち
は
複
雑
で
、
一
枚

の
皮
紙
に
文
書
自
体
の
作
成
に
先
行
す
る
証
書
の

転
記
・
複
写
や
、
そ
の
後
の
加
筆
が
な
さ
れ
た
結

果
、
不
動
産
の
権
利
関
係
の
変
遷
を
二
世
紀
以
上

に
亘
っ
て
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

同
時
代
の
モ
ロ
ッ
コ
史
を
専
門
と
す
る
評
者
に

と
っ
て
、
叙
述
史
料
で
見
慣
れ
た
人
名
の
記
載
さ

れ
た
証
書
が
繰
り
返
し
書
き
写
さ
れ
、
長
大
な
一

つ
の
文
書
を
形
成
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
っ
て
い

く
第
三
章
の
研
究
は
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
第
五
章
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
研
究
者
で
も

判
読
不
能
と
す
る
こ
と
の
あ
る
﹁
フ
ェ
ズ
数
字
﹂

に
つ
い
て
、
そ
の
表
記
方
法
が
解
説
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
、
こ
の
地
域
の
文
書
研
究
に
お
け
る
貢
献

と
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
第
二
巻
の
出
版
を
目
指
し
て
新
た
に

一
一
点
の
文
書
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研

究
が
進
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
さ

ら
な
る
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い

　

富
樫
耕
介

﹃
チ
ェ
チ
ェ
ン
︱
︱
平
和
定
着
の
挫
折
と

紛
争
再
発
の
複
合
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
﹄

明
石
書
店
、
二
〇
一
五
年

吉
村　

貴
之

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

主
任
研
究
員

﹁
ア
ラ
ブ
の
春
﹂
が
、
シ
リ
ア
や
リ
ビ
ア
に
お

け
る
深
刻
な
内
戦
を
招
来
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
が
、
旧
ソ
連
や
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と

い
っ
た
旧
共
産
国
で
も
体
制
転
換
を
契
機
に
、
深

刻
な
内
戦
や
地
域
紛
争
が
発
生
し
た
。
本
書
は
、

そ
の
中
で
も
、
長
期
間
継
続
し
た
め
に
旧
ソ
連
で

最
も
悲
惨
な
紛
争
と
な
っ
た
北
コ
ー
カ
サ
ス
の

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
扱
っ
て
い
る
。
タ
タ
ー
ル
人

と
並
び
、
ロ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の
代
表
格
と
言
え

る
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
九
世
紀

の
ロ
シ
ア
帝
国
の
コ
ー
カ
サ
ス
征
服
戦
争
が
ロ
シ

ア
文
学
の
題
材
に
も
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本

の
研
究
者
も
そ
れ
な
り
に
注
目
し
て
き
た
。
し
か

し
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
に
つ
い

て
学
術
的
な
分
析
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
紛
争
発
生
の
経
緯
を
考
察
し
た
塩
川
伸
明

『
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
と
民
族
問
題
』（
多
民
族
国
家

ソ
連
の
興
亡
３
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
）
以
外

に
は
、
学
術
雑
誌
な
ど
の
論
文
が
数
点
あ
る
の
み

だ
っ
た
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
研
究
を
ふ
ま
え
た

う
え
で
最
新
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
最
も
包
括
的

な
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

『
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
と
民
族
問
題
』
が
歴
史
的
要

因
の
分
析
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本

書
は
紛
争
発
生
、
和
平
構
築
、
紛
争
再
発
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
理
論
的
に
考
察
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま

で
第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
（
一
九
九
四
―

九
六
）
で
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
ド
ゥ
ダ
エ
フ
大
統
領
の
死
後
、
チ
ェ
チ
ェ

ン
独
立
政
権
が
、
政
策
面
で
イ
ス
ラ
ー
ム
色
を
強

め
る
う
え
で
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
マ
ス
ハ
ド

フ
政
権
期
（
一
九
九
七
―
九
九
）
に
分
析
の
重
き

が
置
か
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
第
一 
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次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
停
戦
が
確
認
さ
れ
た

一
九
九
七
年
五
月
の
ハ
サ
ヴ
ユ
ル
ト
協
定
か
ら
わ

ず
か
二
年
半
で
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
に
突
入

し
た
原
因
が
、
ロ
シ
ア
政
府
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
独

立
派
の
間
で
発
生
し
た
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
﹁
領
域
を

め
ぐ
る
対
立
﹂、
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
政
権
と
独

立
急
進
派
お
よ
び
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
者
連
合
と
の

間
で
発
生
し
た
﹁
政
府
を
め
ぐ
る
対
立
﹂
と
い
う

二
重
の
対
立
構
造
が
矛
盾
を
来
し
た
た
め
に
、
マ

ス
ハ
ド
フ
政
権
が
急
進
派
連
合
に
妥
協
し
、
一
方

で
ロ
シ
ア
政
府
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
の
分
断
を

図
り
、
マ
ス
ハ
ド
フ
の
政
治
的
妥
協
に
反
対
す
る

勢
力
を
取
り
込
む
と
い
う
﹁
状
況
悪
化
の
ス
パ
イ

ラ
ル
﹂
に
陥
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
、
著
者
は
指
摘

し
て
い
る
。


